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町
指
定
天
然
記
念
物 

男
鹿
山
角
礫
岩
・玄
武
岩
露
頭 

 
 

 
 

平
成
３
年
４
月
25
日
指
定 

 

 

約
一
千
万
年
前
に
火
山
噴
火
に
よ
っ
て
で
き
た
と
さ
れ
る
男
鹿
山

(

標
高
六
三
三
．
八
ｍ)

は
、
世
羅
台
地
を
代
表
す
る
玄
武
岩
鐘

し
ょ
う

の
ひ
と

つ
で
す
。
玄
武
岩
鐘
と
は
、
噴
火
し
た
玄
武
岩
の
溶
岩
が
釣 つ

り

鐘
状

が
ね
じ
ょ
う

に
固

ま
っ
た
山
の
こ
と
で
す
。
こ
の
露
頭
は
、
基
盤
の
①
花
崗
岩
を
突
き
破

っ
て
堆
積
し
た
②
角
礫
岩
を
さ
ら
に
③
玄
武
岩
が
突
き
破
っ
て
凝
固
堆

積
し
た
層
序
関
係(

①
～
③
の
順
序)

を
明
確
に
示
し
て
い
る
場
所
で
、

特
に
噴
火
時
に
花
崗
岩
の
破
砕
さ
れ
た
状
態
や
、
花
崗
岩
に
か
ぶ
さ
っ

た
角
礫
岩
の
様
子
な
ど
が
観
察
で
き
ま
す
。
建
物
で
い
う
と
三
階
建
て

構
造
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
の
露
頭
は
、
火
山
形
成
過
程
を
知
る
上

で
貴
重
で
、
学
術
的
価
値
を
持
つ
と
専
門
家
に
も
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
周
辺
部
一
帯
は
ス
ギ
、
ケ
ヤ
キ
、
シ
デ
、
カ
ヤ
、
マ
ダ

ケ
な
ど
の
混
生
す
る
雑
木
林
で
、
山
頂
に
は
県
天
然
記
念
物
の
ス
ズ
ラ

ン
が
あ
り
植
生
の
面
か
ら
も
興
味
深
い
場
所
で
す
。 
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町
指
定
重
要
文
化
財 

鐘
楼
門 

 

昭
和
62
年
２
月
21
日
指
定  

御
塔
山
光
源
坊
は
、
も
と
も
と
は
真
言
宗
の
寺
院
と
し
て
延
徳
２
（
一

四
九
〇
）
年
に
吉
舎
町
に
開
か
れ
ま
し
た
。
現
在
地
に
は
天
文
４
（
一
五

三
五
）
年
（
宝
暦
の
奉
加
帳
に
よ
る
と
天
正
２
（
一
五
七
四
）
年
）
に
浄

土
真
宗
に
転
宗
、
そ
の
頃
に
現
在
地
に
移
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

屋
根
は
入
母
屋
造
の
総
瓦
葺
、
総
欅
造
で
２
本
の
親
柱
（
門
扉
あ
り
）

と
４
本
の
控
え
柱
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
階
部
分
は
高
欄
つ
き

の
回
縁
、
壁
部
分
に
は
花
頭
窓
が
し
つ
ら
え
て
あ
り
ま
す
。
屋
根
は
二
手

先
と
呼
ば
れ
る
二
段
の
枡
組
と
支
輪
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
と

も
と
は
二
階
部
分
に
そ
の
名
の
通
り
釣
鐘
が
あ
り
ま
し
た
が
、
戦
時
中
に

供
出
さ
れ
た
た
め
現
在
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

建
物
は
装
飾
性
が 

高
く
繊
細
な
造
り
の 

禅
宗
様
で
、
現
在
の 

も
の
は
天
保
３
（
一 

八
三
二
）
年
に
建
築 

さ
れ
た
こ
と
が
柱
の 

一
部
に
刻
ま
れ
て
い 

ま
す
。 

 

男鹿山遠景 

露 頭 


